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要 約 

 郭Ⅱ東区では、総柱で 2 間×2 間の掘立柱建物跡（SB-1）と、2 間×3 間の掘立柱建物跡 2

棟（SB-2、3）が重複して検出された。また、25 枚の銭貨を検出した地鎮め遺構（SP-1）、大

型（2.8×2ｍ）の方形土坑が 1 基（SK-1）検出され、底面に粘土を貼り付けた構造を確認した。

南区では２間×３間の掘立柱建物跡１棟（SB-6）、２間×４間が 2 棟（SB-5、7）、３間×４間

が１棟（SB-4）、計４棟が重複して検出された。その北側、斜面裾に沿って溝状遺構が検出さ

れた。狭い空間でありながらも建物の顕著な建て替えが看取できた。西区では、２間×３間の

掘立柱建物跡１棟（SB-10）、２間×４間が２棟（SB-8、9）、そして、郭Ⅱ東区でも確認され

た方形土坑３基（SK-3～5）が検出された。さらに、土師質土器皿 25 点、銭貨 13 点を伴う地

鎮め遺構が（SK-7）が検出された。郭Ⅱは城内の居住空間として主に機能した可能性が高い。 


